
- 1 -

平成28年度綾瀬川のアユ生態調査報告書
平成2９年３月2８日
埼玉県環境科学国際センター
自然環境担当 金澤 光

１．はじめに
埼玉県内河川では、昭和50年代から稚アユの遡上が見られるようになり、下流域の水質改

善とともに天然遡上アユが復活しつつある。
金澤（2005～2014）が平成17年4月から平成22年3月末にかけて本県全域の河川湖池

沼を対象に、生息する魚類調査を実施した。さらに、埼玉県における回遊魚の遡上及び陸封
に関する実態把握のために、23年4月から25年3月末まで本県に東京湾から遡上する魚類の
種類、時期、遡上範囲等の実態を調査した結果から、新河岸川水系の黒目川、柳瀬川で流下
仔アユを確認、また綾瀬川、中川に稚アユが遡上している事実がわかった。

その結果を受けて、NPO法人エコロジー夢企画では、平成26年度から綾瀬川における遡
上アユの確認作業を行っている。5月17日には、さいたま市岩槻区加倉で遡上稚アユを確認
した。また、流下仔アユの存在は、10月25日に八潮市大曽根ビオトープ内で採集した個体
から判明している。

平成27年度は6月13日から調査を開始し、さいたま市岩槻区加倉で遡上稚アユを確認し
た。8月9日には全長11㎝に成長したアユが加倉の大橋井堰下流で確認された。大橋井堰の
堰止め時期は5月初旬で、それ以前に遡上した稚アユは上流へと遡上している可能性があり、
その個体も確認することが次年度の検討課題である。流下仔アユは10月23日に岩槻区加倉
の大橋井堰下流とここから約6km上流の見沼代用水路の瓦葺分水工綾瀬川放流口で1個体の
流下仔アユを確認した。放流口よりも上流では確認出来なかった。この仔アユがどのような
経路で下流域に流下しているか非常に興味深いところである。

２．目的
綾瀬川におけるアユの遡上実態を市民レベルで確認し、再生産の可能性を追求する。

３．調査項目
①遡上稚アユ及び成育状況の確認調査
②流下仔アユの確認調査
③産卵状況調査

４．調査方法
①遡上稚アユ及び成育状況の確認

調査時期：平成2８年6月４日
：平成2８年8月１４日

調査手法：四つ手網及び投網による採捕
調査場所：①さいたま市岩槻区加倉の綾瀬川大橋井堰下流

②伊奈町小針小貝戸橋
③桶川市五町台の源流

②流下仔アユの確認調査
調査時期：平成2８年1１月２3日、３０日
調査手法：ネットによる仔アユの確認
調査場所：②伊奈町小針小貝戸橋

：八潮市大曽根ビオトープ（10月1５日）地図に記載できないので番号はなし

５．調査結果
①遡上稚アユ及び成育状況の確認調査

平成2８年6月４日に四つ手網と投網で稚アユ全長5.5～７㎝を７尾確認した。
平成2８年8月１４日に成育状況調査を岩槻区加倉の大橋井堰より上流の伊奈町で行

った。調査場所②で全長１２．５㎝、③で同８㎝のアユを各１尾確認した。
②流下仔アユの確認調査

1１月２3日、11月３０日に仔アユ調査を行ったが仔アユ確認できなかった。10月１
５日に大曽根ビオトープで調査を行ったが確認できなかった。

③調査参加者
平成2８年6月４日 三井元子・池野（NPOエコロジー夢企画）、(埼玉新聞岸鐵夫記者）

8月14日 三井元子（NPOエコロジー夢企画）、佐藤正康、井口拓磨、堺かなえ、弘瀬洋太、生沼美夏、（埼玉新聞岸鐵夫記

者）

10月15日 三井元子・水越稚子（NPOエコロジー夢企画）、佐藤正康、生沼美夏、深沢真、伊藤克哉、（埼玉新聞岩波里枝記

者）

11月23日 三井元子（NPOエコロジー夢企画）、佐藤正康
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11月30日 三井元子（NPOエコロジー夢企画）、清水誠幸

綾瀬川の調査地点
６．まとめ

①綾瀬川の岩槻区加倉の大橋井堰下流で天然遡上アユを確認した。
②遡上アユの成育状況は8月に全長１２．５㎝の個体を確認した。綾瀬川の魚類の遡上阻
害物は大橋井堰で、堰止め時期は5月初旬であることからそれ以前に遡上した稚アユは上
流へと遡上している可能性がある。または、利根川から見沼代用水路を経て綾瀬川に流下
した可能性も考えられる。
③流下仔アユは伊奈町では確認できなかった。

７．今後の検討課題
①天然遡上アユの経年遡上を確認する（平成26年、27年、28年確認済み）
②遡上アユの成育と定着場所の究明（伊奈町を対象水域として調査する）
③流下仔アユ調査（綾瀬川本川での産卵と仔アユの流下を確認する。見沼代用水路導水部
より上流で）綾瀬川独自で再生産できるのかを引き続き調べる必要がある。

８．その他
①魚類調査結果
平成28年6月4日①さいたま市岩槻区大橋井堰下流（四つ手網・すくい網）
アユ科アユ、コイ科コイ、スゴモロコ、オイカワ、タイリクバラタナゴ、ボラ科ボラ、ス

ズキ科スズキ、ハゼ科ヌマチチブ、マハゼ、ウキゴリ
平成28年8月14日②伊奈町、③桶川市（投網・すくい網）
アユ科アユ、コイ科コイ、ギンブナ、ゲンゴロウブナ、オイカワ、タイリクバラタナゴ、

カマツカ、ニゴイ、ツチフキ、ホンモロコ、モツゴ、ボラ科ボラ、ドジョウ科カラドジョウ、
メダカ科ミナミメダカ、甲殻類ヌマエビ科カワリヌマエビ属の一種、テナガエビ科スジエビ

平成28年10月15日 大曽根ビオトープ（四つ手網、投網、すくい網、釣り）
コイ科ギンブナ、サンフィッシュ科ブルーギル、カダヤシ科カダヤシ、ハゼ科ヌマチチブ、

甲殻類ヌマエビ科カワリヌマエビ属の一種、テナガエビ科テナガエビ、ユビナガスジエビ、
モクズガニ科モクズガニ、ベンケイガニ科ベンケイガニ、クロベンケイガニ、軟体動物カワ
ヒバリガイ、爬虫類カメ類ミシシッピアカミミガメ

平成28年10月23日②伊奈町（四つ手網、すくい網）
コイ科タモロコ、ホンモロコ、タイリクバラタナゴ、メダカ科ミナミメダカ、ハゼ科トウ

ヨシノボリ、甲殻類モクズガニ科モクズガニ、テナガエビ科テナガエビ、ヌマエビ科カワリ
ヌマエビ属の一種、貝類タイワンシジミ

平成28年10月30日②伊奈町（四つ手網、すくい網）
コイ科ホンモロコ、タイリクバラタナゴ、メダカ科ミナミメダカ、甲殻類テナガエビ科ス

ジエビ、ヌマエビ科カワリヌマエビ属の一種

見沼代用水路
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新聞掲載記事

平成28年11月1日付け 埼玉新聞



- 4 -

平成28年6月５日付け 埼玉新聞

綾瀬川の遊漁承認証


